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2．細菌感染症診療の進め方

1）細菌感染症診療の 3要素

　細菌感染症の診療を行う上で、重要な３要素について図 1-5 に示す。これら３要素は相互に関連して

いるが、どれか一つでも誤った認識がある場合には細菌感染症の診療に支障を及ぼすこととなる。また、

それぞれの相互関係を理解する上で知るべき知識についても合わせて記載している。すなわち、感染部

位と微生物との関係性においては微生物の臓器指向性や病原性を、感染部位と抗菌薬との関係性におい

ては、抗菌薬の体内移行性や薬物動態を、微生物と抗菌薬の関連性においては微生物の薬剤感受性や抗

菌薬の抗菌スペクトルをそれぞれ理解する必要がある。

2）細菌感染症診療の流れ

　細菌感染症診療を行う上での一般的な流れについて図 1-6 に示す。まずは患者の免疫状態を含む全般

的な評価を行い、その後、前述の 3要素の

把握のために、感染部位、原因微生物の推定・

特定を行った後に、抗菌薬の選択を行うこと

となる。以下に各ステップについて概説する。

（1）患者の全般的評価

　患者の全般的な評価は、感染症症例であっ

てもなくても全ての患者で同様に行うことが

大切である。感染症症例でないにもかかわら

ず抗菌薬投与を実施したりすることのないよ

うに、決して先入観を持たずに客観的に患者

の状態を評価する必要がある。感染症診療に

おいて、特に重要なのは患者の免疫状態の把
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図 1-5　感染症診療の３要素

患者の全般的評価
どのような（免疫状態の）患者か？

感染部位の推定・特定
どの部位の感染症か？

原因微生物の推定・特定
どのような微生物による感染症か？

抗菌薬の選択及び投与
どの抗菌剤をどのように投与するか？

転帰の確認
改善が認められるか？
再発がないか？

図 1-6　細菌感染症診療の流れ
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